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1．はじめに
教師の板書術が，子どものノート術に色濃く反映することは言うまでもない。そして，
教師のノート指導力が，子どものノート術を大きく進歩させることもまた，言を待たな
い。それ故に子どもたちは，見やすく読みやすい板書，整理されたわかりやすい板書へ
の願いを強く持っているし，自分のノート記述のために計画的な板書と十分な記述時間
をも教師に求めていることは既に拙稿で触れた（1）。
板書が授業後には消えてしまう一過性であるのに対して，ノートは記録として残り，
或いは活用される機能を有している。そして教師の朱コメントに一喜一憂する子どもの
姿は，明日への学習意欲を高める様子を強く感じさせる。
優れたノートには，子どもの構造的な理解と思考の姿があり，確かな理解ポイントや
考えが凝縮されている。そして，子ども一人一人が掴み取る「面白い→わかる→できる」
という問題解決の学習過程の姿が刻み込まれている。
ノートの歴史は，長い和綴じの雑記に筆書きの時代を経て，明治の文明開化を迎える。
学制導入時からは石版・石筆の道具改良を経て，やがて洋紙の「大学ノート」の登場へ
と遷る。現在のノートのスタイルなってから既に 130年以上を数える（2）。しかも，ノー
トの持つ大きな機能性と有機的な理解の有効性から，現在も尚，重要な学習機能として
児童・生徒・学生に位置付き継承されている。
本稿では，子どもにとってのノートの価値に立ち返りながら，多メディアによって多
様化する学習環境の変化の中で，子どもの思考と確かな理解に寄与するノート指導を探
るものである。
教職を目指す学生にとって，いざ教壇に立つとなるとノート指導も学習には欠かせな
い指導の一環となる。
初めてのノートまとめに取り組む小学校 1年生の入門から，活用型ノートへと育って
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いく6年生までの子どもたちに対して，「経験則にもとづく個人の努力で身につけるもの」
と断じてしまうだけでは，決して子どもたちのノートづくりは育たない。特に，主体で
あるはずの学習者としての子どもたちにとっては，問題解決の場を通して，理解や思考
が形成されることに寄与するものであることが不可欠である。今一度，子どもにとって
のノートの原点に立ち返って考察する必要があると考える。
ここでは，よいノートを以下の定義として押さえておく。
よいノートとは，
　　　　「子どもの理解に有効に働き，一人ひとりの思考を伸ばすノート」
2．ノート 5 機能の再認識
この章では，子どもにとってノートの 5点の機能を再確認し，ワークシートやドリル
類をはじめ多様化する子どものノート環境にあって，子ども自らつくるノートの価値を
探る。
（1）学習内容の確かな理解を図る機能
ノートには，学習内容のポイントを理解するための機能がある。子どもたちは，これ
をまとめ方の工夫によって定着を図っている。つまり，ノートには，基礎・基本の明確
なポイントを踏まえたものである必要性が求められる。低学年から丁寧な板書筆写を指
導するのはまさにこれに当たる。
しかし，全体像や内容の構造を視野に入れた確かな理解の為には，学習の流れのわか
る図解的・構造的な理解の記述が必要となる。その際，視覚的なビジュアル効果を大切
にすると，学習全体を踏まえた確かな理解と深まりのあるものとなる（3）。
これは，ノートづくりのレイアウト構成にも関わる部分であるので後述する。
（2） 学習定着のための練習機能・備忘機能
漢字や計算練習等に代表されるように，学習した内容を繰り返して，理解を定着さ
せたり，活用・応用の練習機能も欠かせないノートの機能である（4）。効率性を求め
てドリル型の練習帳やワークシートが併用されるのはこの顕れである。
しかし，活用・応用となると，ただの繰り返しではなく，以下の（3）に述べる思
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考整理や表現に繋げる機能となる。
（3）根拠ある子どもの思考を組み立て，判断を促す機能
学習活動において，子どもの思考を促し整理する機能を果たすのがノートでもある。
子どもを考える主体にする学習活動が，アクティブ・ラーニング型になっていくと，理
解や思考を進める子どもの迷いや混沌が授業場面には表出してくる。この過程の足跡を
整理し，根拠ある自らの考えを構築する必要がある。
つまりノートが子どもの思考の作戦基地としての機能を持つと，問題解決へと到る子
どもの思考・判断を促すものとなる（5）。
板書筆写だけを良しとするノートでは，大事なこの機能は働かない。一人一人の考え
やその根拠を記す習慣づけは，「考えるノート」にするために欠かせない指導である。
学習場面によっては，板書の筆写以上に重視する必要もある。特に変化の大きい小学校
中学年は，個性あるノートづくりへの段階であり，この指導がおろそかになると，子ど
もたちのノートは，同じ筆写記述を繰り返すことに留まる。
（4）「復習で使える」活用機能
一過性の授業の板書と異なり，ノート記録は，学習を再現することが可能となる。つ
まりノートには，学習内容を確かめ，ポイントや強調点を確かめる復習の為の活用機能
が大切になる。ノートに記されるのは，子どもたちの問題解決学習の授業の足跡である。
この授業再現を可能とするノートであれば，既習の学びや復習に寄与する学習の振り返
りを可能とし，次の学習への見通しを持つことも出来る。特に高学年では，「使えるノー
ト」への移行は有効な機能を持つことになる。
時には，学び方や調べ方等の確認やヒントも「使えるノート」という必要機能ともな
る。これは，中学生以上では，ノート機能の中心となるものであり，復習の為の様々な
工夫を取り入れた活用ノートは，自分の理解と定着のための唯一の復習ノートとなる。
中学生以上では，これが予習にと適用されるようになり，内容理解と定着をより確かな
ものへと促される。
（5）振り返り機能
前述した授業再現 → 理解への機能と共に，その記録から自らの学び方や学習への取
り組み方を振り返る機能がノートにはある。
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つまり，授業の中で，「自分の考え」や「学習感想」，学びへの「振り返り」等を習慣
づけていくと，子どもたちの学習への取り組みも変化し，子どもたちの学習への様々な
願いをも教師は汲み取ることができる。これに対して，丁寧にそしてこまめに教師がコ
メントを加えていくと，子どもたちのノート記述への取り組みは確実に高まっていく。
2．ノート指導に必要な教師の指導力
それでは，これら 5点のノート機能を活用して子どもに指導するには，教師としては，
どのような力が必要になるのであろうか。以下の 3つに整理した。
（1）授業構成力
ノートは，1時間の子どもの学習過程の顕れである。広い意味では教師の授業を構成
する力そのものが子どものノートを支えていると言える。中でも「面白い→わかる→で
きる」の学習過程構成と学習活動構成が問われることは言うまでもない（6）。つまり学習
の流れに沿って，丁寧で確実なノート指導を進めていく必要がある。
子どもが学習活動に立脚して，子ども主体の能動的な学習になればなる程，子どもた
ちは，迷いと混沌の中で試行錯誤しながら理解と思考を積み上げていくことになる。ノー
トが子ども一人ひとりの理解を支え，更に思考を進める作戦基地として機能していくに
は，まさに教師の授業構成力そのものが問われてくることとなる。
教える為の教材による知識伝達の一方向授業では無く，学習活動と子どもが対する学
習材によるアクティブ・ラーニングが具現化されるとノート機能も変化し，深化する。
これは，上記ノート機能の（1）（2）（3）がこれに当たる。
（2）精選力と図解力  　   
わかりやすいノートは，その内容が図解的，ビジュアル的であり，そして構造的であ
る。特に小学校に於いては，板書同様，見開き 1面でノート構成することが原則である。
それは，いつでも 1時間を 1面でフィードバックできる機能を考えているからである。
そこには 1時間の学習内容のわかりやすさを求めたポイントの精選力が問われ，学習の
流れや関係がわかる図解力も問われることになる。教師はキーワードやキーセンテンス
で理解のためのポイントを明確にして，視覚的な面，言語的な面からもビジュアル化を
大切にして進めていく必要がある（7）。上記ノート機能の（1）（3）（4）がこれに当たる。
冒頭に触れた教師の板書力が，子どものノートに反映するのは，理解のためのこの精
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選力と図解力である。
但し，子どもたちが残すノートと板書の縦横比が異なるので，行換えをはじめノート
の取り方指導や図解の為のレイアウト構成指導を，やはり丁寧に積み上げていく必要が
ある。
（3）個に応じた地道な積み上げ指導力
子どもたちのノート指導には，学年発達に応じた丁寧な一斉指導と共に，地道な個別
指導の積み上げが欠かせない。
日記指導がそうであるように，言語活動を伴うノートは，認める価値と適切なアドバ
イスによる個別の指導の積み上げで，子どもたちのノートは飛躍的に進歩する。ノート
指導には，まさに根気ある指導の積み重ねが不可欠と言える。これは，子ども一人ひと
りの考えや学び方の把握とともに，学級全体の学習状況の把握となる。
更に，子どもたちの学習感想や自由筆記による要望を取り入れていくと，子どもたち
の学習への願いとの交流をも可能となる。上記ノート機能の（1）（3）（5）がこれに当
たる。
3．ノート伍則
上述した 5つのノート機能と教師の指導を支えるべき 3つの力を踏まえて，ノート伍
則を絞って考察してみたい。
ここで踏まえておきたいのが，「板書は学級全体の共有，ノートは個の学び」であり，
あくまで個人が「わかる・考える・できる」ためのノートづくりであることが原則であ
る（8）。つまりノートでは，自分の理解を確かにし，自分の考えを築き，自分の言葉で表
現に繋げることが本分となる。その中で一人ひとりの工夫や努力が為されるべきものと
考える。
■ 第 1 則　子どもの発達に応じたノート力の育成　
教師の板書術は，子どものノート術である。ノートの入門は，記述の習慣作りにとし
て板書を真似ることによって始まると言われる。しかし一方，子どもたちが自分の考え
を築いていくこともまた，入門といえども大事なノートの本分でもある。
ノートの 5つの機能は，学年発達と共にそのノートの機能の割合が変化する。つまり
学年発達に応じたノート指導の必要性はここに生じてくる。
33
ノート伍則
学年発達に伴う情報量（書く量・速さ）の適正さが問われることは言うまでもないが，
同じ学年の中でも，1年間の学習習慣や教師の個別の指導の積み上げ，子どもとの共有
で積み上げる学習文化の形成によっても大きく変化してくる。特に小学校中学年におけ
る成長変化は著しく，学年の前後半では，大きな進捗を見せるのもこの時期の子どもた
ちの発達である。   
子どもたちは，軸のぶれない鉛筆書きと定規の活用習慣，そして文字記述からセンテ
ンス記述，更には視写から聴写の修得によって，ノート力は大きく進歩していく。ここ
でも一人ひとりへのこまめなノート指導と育成が積み上げられるとき，その進歩は倍加
していく。
前述 5つのノート機能に基づいて，以下の発達概要に触れたい。
低学年では前述したように，具体的な視写活動を通して，主に学習内容の確かな理解
を図る機能と定着の為の練習機能・備忘機能を図るものとなる。そして，自分の考え・
アイデア・学習感想といった個の考えの記述要素を少しずつ採り入れていく必要もあ
る。活用機能よりも，その場の学習記録に軸を置いてノートづくりの土台形成していく
ことが中心となるが，写すことだけがノート機能でなく，自分の考えづくりの機能も体
験させておきたい。つまり，5つの機能を場面に応じて絞り，無理なく具体的な目に見
える指導が核となる。
中学年では，学習内容の確かな理解を図る機能として，構造的な理解の土台づくりを
進める段階となる。そして定着の為の練習機能・備忘機能も益々増えてくる。
更に，何よりも根拠ある思考・判断の組み立ての機能を核とすることが，中学年の指
導ポイントとなる。自分の学び方や理解，取り組み方の振り返りも子どもの思考を促す
面では大事になるので，思考の作戦基地としての役割がやはり重視されてくる段階とな
る。
活用機能としては，わかりやすいまとめ方の工夫に焦点を当て，教科に応じた約束事
やキーワードを共有していく必要性が出てくる。
子どもの思考を促すノートづくりへの大きな変化と進歩は，まさにこの中学年の指導
に掛かっていると行っても過言ではない。
高学年では，学習内容の確かな理解を図る機能が一層求められ，定着の為の練習機能・
備忘機能として確実な理解とポイント理解，関連・関係理解の必要性が出てくる。ノー
トから授業再現ができるといった，使えるノートをめざして，自分の活用のためのまと
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め方と工夫への移行の段階となってくる。その意味では，中学生以上のノートづくりに
於いては，自分の活用の為のノートづくりへの発展土台となっている段階と言えよう。
根拠ある思考・判断の組み立て機能としては，自分の考えの根拠や理由を明確にして
いく指導は，考える為のノートの核となる。また，振り返り機能として，自分の学び方
を記していくと，学習への取り組み方も大きく変化してくる。
■ 第 2 則　一人ひとりの学習足跡としてのノート 
ノート評価にあたっては，子ども一人ひとりの学習の足跡として以下の 3点があげら
れる。但し，第 1則で述べた発達段階と子どもの進捗を踏まえて個を看取る必要性は，
もちろん欠かせない。
○自分の理解を支えるノートになっているか 
学習内容を確かに理解する・整理するためのノート機能としての評価である。全体を
捉える（構造的理解），ポイントを捉える，流れを捉える。そして学習内容を関連・関
係づける視点からの評価である。そして，知識・技能を習熟・定着させるためのノート
になっているかの評価である。
○自分の考えを築き，その変化・深まりの足跡があるか
わかったこと，考えたことを自分の言葉で素直に表現し，根拠ある思考・判断の組み
立て機能が果たされているかの評価である。つまり，自分の考えを組み立てることに寄
与するノートになっているかを看取る必要がある。
◯学び方の変化に繋がる振り返りがあるか
一人ひとりの振り返りに根付いて評価する必要性である。これは，子ども自身ばかり
でなく，教師の授業評価にも繋がるもので有り，次時の組み立てと修正には欠かせない
要素ともなる。いずれにしても子ども自身が自分の学びを振り返ることに寄与している
かを看取る必要がある。
■ 第 3 則　理解の構造化を図るノート
田山は（9），図解型の効果として「わかりやすさ」「楽しさ」「論理的思考」「コミュニケー
ション力」の 4つを上げている。一方寺本は（10），社会科に特化した場合は「資料の読
み取りや解釈を促す」そして「子どもの思考を促す」効果を主に上げている。子どもの
理解と思考を促進し，主体的に考えるための機能としては，板書ばかりでなく，ノート
の機能としても図解的・構造的に記すことが有効となる。しかし板書を写すだけでは子
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どもの頭は動いていない（11）。内容の関連・関係づけがないと確かな理解には至らない。
子どもたちを，受け身の理解から，考える主体にしていくのも，やはりノートの大きな
役割であると言える。
教科の特質を踏まえたレイアウトやキーワード，約束事によって，子どもたちはまと
め方のこつをつかむこともできる。前述した小学校のノート 1面構成を考えるとき，レ
イアウトは様々な構成が創造できる。学習の流れや内容的な関連を図解的なわかりやす
さに求めるとき，レイアウトの構成は，板書同様，分割型と一括型の 2種類に分類でき
る（12）。
またこれは，自分のノート構成の工夫を図る段に於いても，活用・応用へと活かして
いく土台となる。
◯ 分割型
小学校の幅の広い学年発達を考えるとき，字の大きさや文字量を踏まえると，低学年
と高学年では分割構成にも大きな差異があることを考慮する必要がある。 
中学生以上になると，復習を意識したノート区分や様々なコーナーを設けるレイア
ウト構成を取入れる工夫も出てくる。
◯ 一括型
ノート 1面構成の図解型を工夫する一括型レイアウトでは，更にその多様性は，より
自由なものとなる。例えば，中央から拡散的に広がっていくレイアウトや逆に周囲から
中央に集中していくといったレイアウトの構成も可能となる。時には，左右対立型など，
分割型と組み合わせた創造的なレイアウトが多様に工夫できるものとなる。よりビジュ
アル型ノートづくりへのヒントになるとも言えよう（13）。
■ 第 4 則　個人思考の作戦基地としてのノート
子どもが主体的な授業は，「問題発見─問題集約・設定─問題追究・解決─まとめ・表現・
伝達─活用・発展」という問題解決の流れに立脚している（14）。 この学習過程が，子ど
もたちにも意識されると，自ら働きかけて動かすアクティブ・ラーニング型の学習とな
る。
具体的には，「課題」や「学習問題」，「一人学び」「グループ学び」「みんな学び」，「今
日のポイント」や「自考（自分の考え）」，「学習感想」や「振返り」等といったフラッシュ
カードの有効活用である。
また，「発見」「疑問」「悩み」「考えの種」「ひらめき」等のイメージキャラクターを
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板書カードとして提示活用していくと，ノートにも有効に反映してくる。これは，教師
と子どもたちとの思考プロセスの共有にも大いに役立つ。
福井は，授業中の子どもたちの迷いや混沌，或いは試行錯誤，時には誤答や失敗経験
を経る中で，自ら導き出す学習の面白さとなると指摘している（15）。
授業という追究の舞台において，子どもが考える・判断する根拠や拠り所としてノー
トを機能させる必要がある。自分の考え（思考）を整理し築くための自分のノートとな
るとき，まさに子どもの思考の作戦基地になるものと考える。
単なる板書の引き写しだけでの作業では，やはり子どもの思考・判断は動いていない。
あくまで，「自分がわかる」「自分考えを，自分言葉で書く」「自分の学びを振り返る」ノー
トづくりを大切にする必要がある。
■ 第 5 則　一人ひとりの活用ノート
高学年以上になると，「授業が再現できる」「復習に使える」ノートを求める様になる。
これは基礎・基本に関わる学習内容の確認・定着を進める役割が大きくなるからでもあ
る。その意味で子どものノートは，授業の鏡でもある。
授業が再現できる・復習ノートとなるとき，ノートは，一人ひとりのための使えるオ
リジナル参考書となる。小学校中学年以上で，まとめ方の工夫に力点を置くのはこのた
めである。
インプットとアウトプットが使い分けられた活用ノートとしては，以下の 4点を看取
ることが大切となる。
○全体を捉える，流れを捉える，要点を捉える，そして関連・関係づけるノート
○理解のための整理と工夫のあるノート
○自分の考えの根拠を整理し，築くためのノート
○知識・技能を習熟・定着させるノート
理解を促し，整理し，忘れない為の工夫の一つに，記号や囲み，色の活用がある（16）。また，
記述の短縮・簡略・効率のために，独自のマークや省略マークのテクニックもある。「自
考」（自分の考え），「感」（学習感想），「振返」（振り返り）等の略号活用はその例である。
ただし，色や記号が多く使われていればいいというわけではない。シンプルであること
が理解の整理にもつながるベストな方法であることは欠かせないものと言えよう。
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4．ワークシートとノートの関連
ここで，ワークシートと子どもたちの記すノートとの違いについて触れておく必要が
ある。
近年，学習の流れや時間短縮，或いは教科別のノート記録の習慣のために，ワークシー
ト用紙の利用で，子どものノートに変える場面も増えている。
授業の効率化を図るには，もちろん有効であるが，5つのノート機能を考えるときこ
れだけで事足れりとするとなると，子ども自身の理解・活用・応用にまではたして到っ
ているかを問い直す必要がある。また，子ども自身は，自力でまとめる力を修得してい
るかを振り返る必要もある。時には白紙や罫線・マス目のノートに自力で工夫するノー
トづくりで子どもたちを看取る必要があると考える。
5．終わりに
自主学習ノート（子どもたちとは自学帳という呼称で共有した）は，子どもたちが日々
見開き 1頁を，自分のアイデアで構成する自主的な学習ノートである。興味のあるテー
マをまとめる子もあれば，工夫した復習を記す子もある。日記や詩，物語といった創作
に労する子もあれば，学習した材料をもう一歩深める子どもの取り組みもあった。しか
し黒板の書き写しに終わるノートではなく，自分のアイデアで，自分まとめ方で，自分
を作るために創造するノートである（17）。
それは，当然自力のまとめ方や工夫が要求されるノートであり，これを積み上げると
格段にノートづくりが進歩する。
学校に於いては，おそらく子どもたちがノートを用いない日々はない。
しかし一方で，日々の忙しさに追われてノート指導まで練り上げきれなかったり，形
式的なワークシートの繰り返しで終始したり，新しいメディア技術に振り回されている
教員の姿も多く目にする。それは，経験年数に限らずの問題になっている。それ故に，
子どものノートにまでを意識した，わかりやすい図解型までの精選・整理に到っていな
い板書の教員の姿も多い。更には，子どもにとって「楽しい・面白い，考える・わかる・
できる」学習活動によるアクティブ・ラーニング化と子どもが直に対する追究材の 2つ
で成立する「学習材」による授業が構成できず，子どものノートにも反映されない姿も
数多い（18）。研究授業に於いてさえも，問題解決の流れが踏まえたものも目にすること
が少なくなった感がある。
まさに，前述した子どものノート力を支える教師の 3つの力が反映されないことに起
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因する問題を抱えているのである。
  今一度，「ノート伍則」に立ち返って，学習としてのノートの原点と現点を見つめ，ノー
トから授業を振り返る大事な問題として取り組む必要があると受け止める。
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